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 「トマト立枯病に注意！」

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］　日下部 羽芽さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　山田 雅幸さん

　大豆栽培では、ほ場の排水対策及び播種後の除草剤での体系処理が
重要です。近年の異常気象を鑑み、気象情報に注意し、播種を行ってく
ださい。
◆排水対策
　畑作物である大豆では、排水対策が重要であり、弾丸暗渠及び額縁
排水の設置を必ず行ってください。また、ほ場内に５～10㍍おきに明渠
（排水溝）を施工し、雨水が明渠内に滞留しないように排水口へ接続し
てください。気象情報やほ場内を確認後、発芽不良が発生しないように
播種時期を選んでください。

◆雑草対策
　播種後、約40日間が雑草対策の重点時期です。栽培暦を参考に（播
種後40日以降は大豆がほ場を覆い、雑草は生えにくい環境となるよう
に）除草剤での体系処理と中耕培土で雑草対策を講じてください。
◆適期の播種
　大豆は茎の節ごとに子実がつくため、節数が多いほど収量が高くなり
ます。そのため適期の播種が重要です。播種適期は７月６日～25日頃
で、播種量は４～５㌔/10㌃、条間は75㌢を基本とします。播種が遅れて
しまった場合（７月末以降）、条間を40～45㌢と狭くし、播種量を増や
します。播種時期が早くて倒伏が心配される場合は、摘芯栽培がおすす
めです。

　近年、冬春トマト栽培でトマト立枯病の発生が拡大しています。フザリ
ウムが病原菌であり、３月以降のトマトの生産に特に深刻な影響を与え
るため、対策が必要です。
【トマト立枯病の特徴】
１．病害虫名
　トマト立枯病　Fusarium solani–melongenae (Haematonectria ipomoeae)
２．症状
　病原菌は糸状菌の一種で、子のう菌類に分類されます。
　地際部や葉かき跡を中心に茎が黒く変色し、ひび割れ症状が見られます。
　茎内部まで症状が進行すると、株全体が萎れ、枯死します（写真１）。

　　病徴が進むと罹病部表面に、赤い小粒（子のう殻）が多数形成される
ことがあります。
　この病徴は秋頃から見られ、その後気温が低下するに伴い一時的に
停滞しますが、気温が上昇する春頃に再び進展します。
　本病に対する抵抗性品種はありません。

３．感染方法
　　詳しい伝染経路は不明ですが、罹病残渣に付着している病原菌が
伝染源となり、飛散した分生子や子のう胞子の付着により、感染を引
き起こすと考えられます。

４．発生動向
　　特に養液栽培で発生が多く、地際部からだけでなく、不織布や誘引
クリップとの接触部位、捻枝による傷口からの発病も多いです。土耕
栽培での発生は少ないものの、地際部からと二本仕立ての二股部で
の感染が特に多いです（写真２）。

５．防除対策
　　本病に登録薬剤はなく、耕種的防除が基本となります。
①発病株は伝染源となるため直ちに抜き取り、袋に密閉して速やかに
ほ場外へ持ち出し処分します。

②片付後の植物残渣をビニールで覆い、定植後のハウス内への菌の
侵入抑制に努めます。

③養液栽培では、生産資材（ベンチ・ポット・クリップなど）の交換や
消毒を徹底します。

④土耕栽培では、定植前に太陽熱利用などによる土壌消毒を実施し
ます。

冬春
トマト

大豆

　ハクサイは味が淡白でくせがないため、鍋や煮物などの和食はもちろん、洋食や中華でも欠かせない食材
です。また、ビタミンC、カルシウム、カロテン、植物繊維を多く含む野菜として有名です。

【除草剤での体系処理】栽培暦より

マルバルコウ

出典：雑草写真は、農研機構より引用
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◯キャベツやブロッコリーなどのアブラナ科野菜との連作を避けるとともに、排水対策や病害虫対策を徹底しま
しょう。
◯ハクサイは直まき・移植栽培のいずれも可能ですが、根張りが弱いため、育苗をする場合は根を傷めないように
注意し、本葉5～6枚頃に定植します。
◯植え付け直後はハイマダラノメイガによる生長点の食害に注意し、防虫ネットを利用して被害を防ぎましょう。

第1回目は、定植後２週間ほど経過し、本葉８～９枚頃に追肥（畑作名人30㌘/㎡）を行います。
第２回目は、中耕と土寄せを兼ねて定植後30～40日後頃（本葉15～20枚頃）に行います。生育初期は株の周囲に施肥し、生
育が進んだら畝の肩に肥料を施し、土を削りながら株元に土寄せします。

追 肥 ・
土 寄 せ

軟腐病、べと病、根こぶ病などが重要病害となります。特に軟腐病は、結球期以降に発生しやすく、地際部から腐敗が始まり悪
臭を放ちます。防除には、銅剤、抗生物質などの予防散布が有効です。また害虫では、特にハスモンヨトウなど、近年の高温によ
り、晩秋まで発生期間が長くなっていますので、注意してください。

病 害 虫

植え付けまたは直まきの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥１㌔/㎡を施し、深さ30㌢程度までよく耕します。植え付
けの1週間前には化成肥料（畑作名人 N-P-K:13-13-13）100㌘/㎡を施し、全体によく混和します。畑の準備

畝幅60～70㌢、株間40～50㌢、畝高10～20㌢の畝を立てます。水はけの悪い畑では高畝にしましょう。マルチを使用する場
合は、シルバーマルチを利用するとアブラムシの飛来防止に効果があります。栽植密度

3号ポットに種まき用培養土を入れ、4粒離して種まきします。このとき、覆土は薄めにします。発芽が揃ったら間引きして3本程度
にし、本葉2～3枚で2本立ち、本葉4～5枚で1本立ちにします。
直まきの場合は、下記の栽植密度の植穴に５～６粒の種子をまき、子葉展開時に３～４本立ち、本葉２枚で２本立ち、本葉６枚程度
で１本立ちにします。

種まき・
育 苗

結球部を手で押してみて、球が硬く締まっているようであれば収穫適期です。株をやや斜めに倒し、外葉との間に包丁を入れて切
り取ります。収穫せずにほ場に残しておく場合や、収穫が1月以降になる場合は、寒さが厳しくなる前（※図１結束12月中旬頃）
に、8～９分程度結球した状態で外葉を包み、上部をヒモで軽く縛っておくと、雪や霜による寒害を軽減できます。
なお、外葉を縛る前には、内葉にアブラムシなどがいないか、確認しましょう。

収 穫

種まき 植え付け 収穫  ※同じ作型（早生・晩生など）でも品種により収穫時期などが異なるためラベルをよく確認する
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【除草剤での体系処理】

例年、雑草が繁茂するほ場や、播種後の干ばつ等によって、初期から雑
草の発生が確認される場合にはパワーガイザーによる体系処理が効果
的です。特に帰化アサガオ類やヒロハフウリンホオズキなど難防除雑草
に対して高い除草効果を発揮します。

※大豆バサグラン液剤の総使用回数は、全面散布処理と畦間散布処理の各1回(合わせて2回）ま
でとなっています。
※大豆バサグラン液剤は、イネ科雑草除草剤（ポルトフロアブル等）の混用が可能です。
　（ポルトフロアブル：200～300ml/10㌃、通常散布50～100㍑に希釈、少量散布25～50㍑
に希釈 2回以内） ヒロハフウリンホオズキ

写真１：立枯症状（土耕栽培） 写真2：二本仕立て部での発生（土耕栽培）
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栽培の
ポイント

育苗した苗の本葉が5～6枚の頃に植え付けます。根鉢を崩さないように植え付け、株元にたっぷり水をやります。植え付け後
は、防虫ネットによるトンネルをかけます。植え付け

葉にゴマ粒状の斑点がでるゴマ症（窒素過剰）や葉の縁腐れや芯腐れ症状を示す石灰欠乏症（カルシウム欠乏症）、生長点部
や葉柄部が褐変するホウ素欠乏症などがあります。生理障害は基本的に食べることができますが、腐敗や異臭がある場合は食
用を避けてください。

生理障害

播種

ほ場状態を
確認して

ほ場
確認

フルミオWDG
フィールドスターP乳剤

パワーガイザー液剤 大豆
バサグラン
液剤

全面散布処理
大豆の2葉期～
開花前

中耕培土
1回目

中耕培土
2回目

全面散布処理
出芽直前～3葉期まで

大豆バサグラン液剤
又はバスタ液剤
畦間散布処理

ラクサー乳剤

帰化アサガオ類が多い場合 雑草の発生あり

帰化アサガオ類が少ない場合

パワーガイザー液剤＋大豆バサグラン液剤の体系処理の推奨例

雑草の発生なし

播種後 土壌処理剤 出芽直前～3葉期

散布なし

2葉期～開花前 中耕培土 1回目 畝間除草 中耕培土 2回目

【除草剤での体系処理】

例年、雑草が繁茂するほ場や、播種後の干ばつ等によって、初期から雑
草の発生が確認される場合にはパワーガイザーによる体系処理が効果
的です。特に帰化アサガオ類やヒロハフウリンホオズキなど難防除雑草
に対して高い除草効果を発揮します。

※大豆バサグラン液剤の総使用回数は、全面散布処理と畦間散布処理の各1回(合わせて2回）ま
でとなっています。
※大豆バサグラン液剤は、イネ科雑草除草剤（ポルトフロアブル等）の混用が可能です。
　（ポルトフロアブル：200～300ml/10㌃、通常散布50～100㍑に希釈、少量散布25～50㍑
に希釈 2回以内） ヒロハフウリンホオズキ

写真１：立枯症状（土耕栽培） 写真2：二本仕立て部での発生（土耕栽培）

結束

きょ




